
岩 手 県 支 部  委員会・研究会 活 動 報 告 

活 動 名 令和７年度応用理学研究会野外見学会     （CPD 番号 ７-６ ） 

主  催 （公社）日本技術士会東北本部岩手県支部応用理学研究会 

日  時 2025 年 10 月 8 日（水）10：00～16：30 

場  所 久慈市大川目、侍浜町、野田村野田、玉川ほか 

参加人数等 21 名 

活 動 内 容 

 

岩手県支部応用理学研究会では、今年度も継続研鑽の一環として野外見学会を企画し、次のよ

うな内容と行程で実施しました。 

テーマ：三陸北部の地質の見どころ観察     

案内者：越谷 信 氏 岩手大学名誉教授 理学博士 

岩手大学地域防災研究センター 客員教授 

＜行程＞ 

9：45 （株）昭和土木設計から乗合などにより「道の駅おりつめ」オドデ館前に集合 

10：00～10：10 ・オリエンテーション、北上山地の地質構造について概説 

10：30～11：00 ・Stop１ 久慈市大川目 モリブデン鉱床 

11：30～12：00 ・Stop２ 久慈市侍浜  侍浜海水プール 久喜花崗岩体 

13：40～14：20 ・Stop３ 久慈市長内  赤浜展望台 マイロナイト 

14：40～15：20 ・Stop４ 野田村野田  玉川海岸 久慈層群(琥珀)  

15：30～16：30 ・Stop５ 野田村玉川  マリンローズパーク野田玉川  

16：40 まとめ、散会 

＜オブザーバー参加＞：佐藤修一郎 氏（岩手県立博物館 専門学芸調査員） 

 

オドデ館に向かう高速道では八幡平市付近で雨模様が強まり、天気に心配もありましたが、越

谷先生も自ら「晴れ男」とのこと、沿岸側にと近づくにつれ、徐々に天候も回復し、大川目からは

好天に恵まれ、今年も“その他多くの「晴れ男」の方”に助けて頂いたと感謝申し上げます。 

参加者は総員で 21 名でした。当研究会の見学会では例年、技術士の同伴の下で、技術士を目指

す若手の技術者の方々にも、ご参加を頂いております。今回も多くの若手の技術者の方に参加をい

ただき、20 代～70 代までの非常に幅広い世代の技術者が、一緒に楽しく見学会を実施できたこと

は、とても意義深いことではないかと思います。 

次の機会においても、さらに多くの技術者の方にご参加をいただき、世代間でコミュニケーシ

ョンを図りながら、応用理学（地質）の見学ができれば非常に有難いものと考えております。 

最後に、お忙しい中、講師をお引受けくださ

り、見学会の開催にご尽力を賜りました越谷先

生、本当にありがとうございました。 

また、何より事故なく無事に見学会を行えま

したことについて、ご参加を頂いた皆様方のご

協力・ご配慮に深く感謝申し上げます。 

 

玉川海岸で加藤修さんが見つけた琥珀です→ 

 

《菅原 弘 記》  

 

 

・・・次ページ以降に活動状況写真・・・ 
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講師をお願いした越谷先生 
今年もありがとうございます。 

侍浜海水プールで久喜花崗岩体の説明を聞く様子 

オドデ館にてオリエンテーションと、 
北上山地の地質構造についての概説（越谷先生から） 

モリブデン鉱山跡付近で 
説明を聞く様子 

緑色凝灰岩中にモリブデン鉱を含む節理と石英脈が観察
できる。大島造山運動による引張性応力場が影響した。 

ペグマタイト岩脈(上)と 
その観察の状況 
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侍浜海水プール 久喜花崗岩体の上での集合写真 

赤浜展望台下の崖が観察ポイント 説明を受ける参加者の様子 

マイロナイトの観察の状況 破壊を伴わないで変形した岩石がマイロナイト 
花崗岩とそのマイロナイトを観察した 
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マリンローズ野田玉川を見学後の集合写真 ～皆さまお疲れ様でした。～ 
以 上 

野田玉川海岸における観察の状況と 
本間健一郎さんが発見したアンモナイト化石(左下) 

テキサニテスという種で 
この地層における発見は大変に貴重とのことです 


